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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成20年11月27日に提出いたしました第87期第２四半期（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）四半期報告書の記

載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため四半期報告書の訂正報告書を提出するものでありま

す。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

(1）最近３中間連結会計期間及び最近２連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移

(2）当行の最近３中間会計期間及び最近２事業年度に係る主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

３　財政状態及び経営成績の分析

(1）業績の状況

（自己資本比率の状況）

連結自己資本比率（国内基準）

単体自己資本比率（国内基準）

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は　　を付して表示しております。
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第一部【企業情報】
 

第１【企業の概況】
 

１【主要な経営指標等の推移】

＜略＞

(1）最近３中間連結会計期間及び最近２連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移

（訂正前）

 
平成18年度

中間連結会計期間
平成19年度

中間連結会計期間
平成20年度

中間連結会計期間
平成18年度 平成19年度

 

（自　平成18年
４月１日

至　平成18年
９月30日）

（自　平成19年
４月１日

至　平成19年
９月30日）

（自　平成20年
４月１日

至　平成20年
９月30日）

（自　平成18年
４月１日

至　平成19年
３月31日）

（自　平成19年
４月１日

至　平成20年
３月31日）

       
       
       

連結自己資本比率
（国内基準）

％ 9.90 9.86 9.87 9.46 10.19

       
       
       

　（注）＜略＞

 

（訂正後）

 
平成18年度

中間連結会計期間
平成19年度

中間連結会計期間
平成20年度

中間連結会計期間
平成18年度 平成19年度

 

（自　平成18年
４月１日

至　平成18年
９月30日）

（自　平成19年
４月１日

至　平成19年
９月30日）

（自　平成20年
４月１日

至　平成20年
９月30日）

（自　平成18年
４月１日

至　平成19年
３月31日）

（自　平成19年
４月１日

至　平成20年
３月31日）

       
       
       

連結自己資本比率
（国内基準）

％ 9.90 9.86 9.86 9.46 10.19

       
       
       

　（注）＜略＞
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(2）当行の最近３中間会計期間及び最近２事業年度に係る主要な経営指標等の推移

（訂正前）

回次 第85期中 第86期中 第87期中 第85期 第86期

決算年月 平成18年９月 平成19年９月 平成20年９月 平成19年３月 平成20年３月

       
       
       

単体自己資本比率
（国内基準）

％ 9.79 9.75 9.71 9.38 10.05

       
       
       

　（注）＜略＞

 

（訂正後）

回次 第85期中 第86期中 第87期中 第85期 第86期

決算年月 平成18年９月 平成19年９月 平成20年９月 平成19年３月 平成20年３月

       
       
       

単体自己資本比率
（国内基準）

％ 9.79 9.75 9.70 9.38 10.05

       
       
       

　（注）＜略＞
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第２【事業の状況】
 

３【財政状態及び経営成績の分析】

(1）業績の状況

（訂正前）

　＜略＞

　なお、連結自己資本比率（国内基準）は、平成20年３月末比0.32ポイント低下して9.87％となりました。

 

（訂正後）

　＜略＞

　なお、連結自己資本比率（国内基準）は、平成20年３月末比0.33ポイント低下して9.86％となりました。

 

（自己資本比率の状況）

（参考）

＜略＞

連結自己資本比率（国内基準）

（訂正前）

項目
平成19年９月30日平成20年９月30日

金額（百万円） 金額（百万円）

     
     
     
     
     

リスク・
アセット等

    

オペレーショナル・リスク相当額に係る額
（（Ｇ）／８％）

（Ｆ） 76,308 76,240

（参考）オペレーショナル・リスク相当額 （Ｇ） 6,104 6,099

計（Ｅ）＋（Ｆ） （Ｈ） 1,300,887 1,317,240

連結自己資本比率（国内基準）＝Ｄ／Ｈ×100（％） 9.86 9.87

（参考）Tier１比率＝Ａ／Ｈ×100（％） 9.17 8.94

　（注）＜略＞

 

（訂正後）

項目
平成19年９月30日平成20年９月30日

金額（百万円） 金額（百万円）

     
     
     
     
     

リスク・
アセット等

    

オペレーショナル・リスク相当額に係る額
（（Ｇ）／８％）

（Ｆ） 76,308 77,484

（参考）オペレーショナル・リスク相当額 （Ｇ） 6,104 6,198

計（Ｅ）＋（Ｆ） （Ｈ） 1,300,887 1,318,484

連結自己資本比率（国内基準）＝Ｄ／Ｈ×100（％） 9.86 9.86

（参考）Tier１比率＝Ａ／Ｈ×100（％） 9.17 8.93

　（注）＜略＞
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単体自己資本比率（国内基準）

（訂正前）

項目
平成19年９月30日平成20年９月30日

金額（百万円） 金額（百万円）

     
     
     
     
     

リスク・
アセット等

    

オペレーショナル・リスク相当額に係る額
（（Ｇ）／８％）

（Ｆ） 72,955 73,235

（参考）オペレーショナル・リスク相当額 （Ｇ） 5,836 5,858

計（Ｅ）＋（Ｆ） （Ｈ） 1,284,118 1,300,969

単体自己資本比率（国内基準）＝Ｄ／Ｈ×100（％） 9.75 9.71

（参考）Tier１比率＝Ａ／Ｈ×100（％） 9.09 8.80

　（注）＜略＞

 

（訂正後）

項目
平成19年９月30日平成20年９月30日

金額（百万円） 金額（百万円）

     
     
     
     
     

リスク・
アセット等

    

オペレーショナル・リスク相当額に係る額
（（Ｇ）／８％）

（Ｆ） 72,955 74,404

（参考）オペレーショナル・リスク相当額 （Ｇ） 5,836 5,952

計（Ｅ）＋（Ｆ） （Ｈ） 1,284,118 1,302,138

単体自己資本比率（国内基準）＝Ｄ／Ｈ×100（％） 9.75 9.70

（参考）Tier１比率＝Ａ／Ｈ×100（％） 9.09 8.79

　（注）＜略＞
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